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以上のことから皮膚組織および経皮酸素電極系の酸素輸送モデルを構成し， B 1 Sテストでの経皮酸
564 
素分圧の応答波形の変化が皮膚組織の酸素消費率，血液量の変化，そしてヘモグロビンの酸素解離曲線
の温度依存性に対応することを明らかにした。また，動脈血酸素分圧，血流量の推定をおこない，モデ
ルの有用性を確認した。
論文の審査結果の要旨
経皮的かっ連続的に動脈内酸素分圧を計測する技術の開発は，未熟網膜症の対策など臨床医学に於て
必要性の極めて高いものである。本研究は，その要求にこたえるべく，経皮酸素電極の改良の条件を求
める方法を確立したものである。経皮酸素電極とは皮膚を加温し，毛細血管に充分の血流が得られるよ
うにして，皮下組織を拡散し皮膚を透過してくる酸素をとらえ，電極電流に変換するものである O
本論文は，まず経皮酸素電極の電極膜と陰極断面積が電極の性能に及ぼす影響を実測および等価回路
モデルによって評価し，電極膜の酸素容量の重要性を明らかにし，電極膜選定の指針を得ている。次に
一過性の血流停止による経皮酸素分圧測定系の過渡応答の性質を調べ この結果をよくシミュレートで
きる酸素輸送に関する電気的等価回路モデルを構成した。さらに，これを用い，成人・新生児・幼児聞
のまた，低出生体重児と正常児聞の過渡応答の差異を解析し，動脈血酸素分圧，血流量など生理的パラ
メータのどのような差異によるものかを推測できることを示した。
このように，本論文は経皮酸素分圧電極とモデリングの手法を用い，これまで困難とされていた動脈
血酸素分圧の無侵襲，連続測定を容易にしたもので，医用生体工学分野に寄与するところ大である。よっ
て学位論文として価値あるものと認める O
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